
第二次 新磯公民館振興計画体系図 

基本理念 
新磯公民館は、様々な学習、文化、スポーツなどの活動を通して、未来に向かって地域住民が心豊かに生き生きと生活できる、 

住みよい地域社会を実現するため、生涯学習の拠点として、住民主体の公民館運営・活動の推進を図ります。 

重点目標 

（平成２７年度 

～令和５年度） 

新磯地区の歴史と文化を大切に継承し、一人ひとりが地域への関心と愛着を持てるような事業を推進するための公民館運営を図ります。 

・地域住民の出会いや交流の場として、誰でも気軽に入れる公民館となるような環境づくりに努めます。 

・社会の変化や地域の実情に対応した事業の実施に努めます。 

・幅広い世代が参加できる事業の実施に務めます。

活動計画（平成３０～令和３年度の活動内容） 活動計画に基づく事業 委員会等からの提案・意見 変更点など 第３期活動計画 活動計画に基づく事業 

全
体

3 年間の重点目標 

・新磯らしい自然を生かした事業（農業

体験、自然観察など）の充実 

・未来志向で事業を展開（シリーズ化な

ど） 

・情報発信力の向上（転入者などへの

発信） 

・自治会との新たな連携事業の検討 

・地区内の各種団体（小・中学校、こども

センターなど）との連携強化 

・専門部等の組織再編の調査検討 

・若者・男性をターゲットにした事業の充

実 

・地域のよさを知る、発見するための取り組み 

・多くの方に関心を持ってもらい、参加してもらうことが必

要（自治会との連携強化） 

・次世代の新磯を担うための後継者づくりをしていく必要 

（青少年を対象とした継続的な事業など） 

・若者・男性の参加促進策に向けたリサーチ及び事業

の実施 

・親子で体験、経験できる事業の充実 

・公民館を利用したことがない方へ向けた情報発信の充

実が必要 

・地域内の各種団体・機関等との連携強化 

・出会いや交流の場を提供する事業の実施（子育て支

援の接点として） 

・今日的な課題に対応した事業の実施が必要 

・部横断的な事業（世代間交流を図る） 

・新磯のよさを生かした事業

展開 

・青少年等を対象とした継続

的な事業展開 

・若者・男性にターゲットを絞

った参加促進 

・今日的な課題に対応した事

業実施 

3 年間の重点目標 

・新磯らしい自然を生かした事業（農業体

験、自然観察など）の充実 

・青少年等を対象とした継続的（シリーズ化）

な事業展開 

・情報発信力の向上（転入者などへの発信） 

・自治会との連携事業の推進 

・公民館がもつネットワークの活用 

・地域内の各種団体・機関等（小・中学校、こ

どもセンターなど）との連携強化 

・若者・男性などターゲットを絞った事業の実

施 

・今日的な課題（子育て・子ども支援やデジ

タル化）に対応した事業の実施 

・自主企画事業を支援し、サークル化を推進 

学
習
・文
化
事
業

・地域住民が気軽に参加し、仲間をつく

り、共に学び楽しむことのできる魅力的

な事業の実施 

・学びのきっかけとなる事業の実施 

・地域の自然、文化に親しむ事業の実

施（収穫体験、しめ縄作り） 

学習事業等 

成人学級 

高齢者学級（れんげ学級） 

パパとこどものクッキング（親子事業） 

チョークアート（親子事業） 

文化事業 

しめ縄かざり 

公民館まつり（ステージあらいそ） 

秋の文化展 

文化展 

・参加型企画の取り組みにより公民館活動の活性化 

・地域の方々の交流のある事業、持続性のある事業 

・公民館活動の理解促進と地域文化の向上 

成人学級 

・幅広い世代の参加 

・地域の魅力の再発見 

・地域人材の活躍の場の創出 

以下の点が重要である 

・気軽に参加できる 

・住民のニーズの把握 

・地域人材の活躍の場づくり 

・課題への取り組み 

・地域住民が気軽に参加し、仲間をつくり、

共に学び楽しむことのできる魅力的な事業

の実施 

・地域の人材が活躍できる場の創出（新磯コ

ンシェルジュなど） 

・地域の自然、文化に親しむ事業の実施（農

業、しめ縄作り、季節のかざり等） 

・家庭教育、子育て支援、子ども支援関連事

業の実施 

学習事業等 

成人学級 

高齢者学級 

自主企画提案事業 

家庭教育事業 

文化事業 

リースづくり、親子文化事業 

公民館まつり 

ステージあらいそ 

秋の文化展 

体
育
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・健
康
づ
く
り
事
業

・スポーツ・レクリエーションを通じて、地

域住民の親睦と連帯及び新しいスポ

ーツの普及を図る事業の実施 

・健康づくり普及員協議会との連携等に

よる健康の維持増進のための事業及

び子育て支援事業の実施 

・スポーツ・レクリエーションサークル等

の自主的な活動の支援と推進 

体育・レクリエーション事業 

レクリエーション大会、新磯球技大会（グラウ

ンドゴルフ、ソフトボール）、スポーツのつど

い（ボウリング、ファミリーバドミントン、ビーチ

ボール） 

練習会（グラウンドゴルフ、ビーチボール） 

新磯を友情と絆で走ろう会（駅伝、ミニマラソ

ン） 

健康づくり事業 

元気倶楽部、男の講座、市民健康まつり・健

康ウォーキング、子育て支援講座、新磯卓

球教室、子ども卓球教室、楽しく体操教室、

メタボ料理教室、心の健康講座歌いま専

科、血管年齢測定 

スポーツのつどい 

（ソフトバレー、ファミリーバドミントン、グラウンドゴルフ） 

・新スポーツの普及、継続的な事業の推進 

・地域の各種団体等との情報共有と連携強化 

健康ウォーキング 

・地域住民の親睦、交流拡大による地域連帯づくり 

・体力づくりを通じて、地域の健康の輪を広げる 

楽しく体操講座 

・身体、心肺機能の活性化と健康維持 

・様々な対象者への健康づくり活動の普及 

継続して 

・新スポーツの普及 

・年間を通しての事業実施 

・横断的な事業の実施 

・年間を通しての事業実施 

・事業内容による幅広い連携 

・スポーツ・レクリエーションを通じて、地域住

民の親睦と連帯及び新しいスポーツの普

及を図る事業の実施 

・健康づくり普及員協議会との連携等による

健康の維持増進のための事業及び子育て

応援事業の実施 

・スポーツ・レクリエーションサークル等の自

主的な活動の支援と推進 

体育・レクリエーション事業 

レクリエーション大会、新磯球

技大会（グラウンドゴルフ）、ス

ポーツのつどい（ボウリング、ソ

フトバレーボール、ファミリーバ

ドミントン、新磯を走ろう会 

健康づくり事業 

元気倶楽部、市民健康まつり・

健康ウォーキング、楽しく体操

教室、子育て支援講座、ラー

ジボール卓球、子ども卓球教

室、子どもボッチャ大会、心の

健康講座、受動喫煙出前講

座 

別 紙

網かけは、第２期活動計画からの変更点



 
 

青
少
年
事
業 

・青少年が興味や関心を持ち、自主的

に参加できる事業の実施 

・青少年が地域の人々とのふれあい、交

流のできる事業の実施（地域の団体と

の共催事業の検討、他地域との交流も

検討） 

・地域の自然、文化に親しむ事業の実

施（収穫体験、しめ縄作り） 

・自ら企画するなどの活躍する場の提供

及び地域リーダーの養成支援 

夏の体験教室（（仮）公民館に泊まろう）、 

こどもの社会見学、 

おもしろ教室、 

自然に親しむ教室 

 

Jr.・Sr.青少年部合同研修会 

夏の体験教室 デイキャンプ 

・参加者の学年構成でレクリエーションを変更 

・メニューを隔年・3 年サイクルにするなどの工夫 

・こども目線での工夫（企画参加・毎年変化を） 

継続して 

・毎年参加者したくなるような

事業の工夫（学年ごとに役

割が違う、毎年内容を変え

るなど） 

・こどもたちの活躍する場の

提供 

 

・次世代育成を念頭おいた

企画 

 

・青少年が興味や関心を持ち、自主的に参

加できる事業の実施 

・青少年が地域の人々とのふれあい、交流

のできる事業の実施（地域の団体との共催

事業の検討、他地域との交流も検討） 

・地域の自然、文化に親しむ事業の実施（農

業、自然観察） 

・自ら企画するなどの活躍する場の提供及

び地域リーダーの養成支援（育成する仕組

みづくり） 

こども体験教室（キャンドルフ

ァイヤー研修、父の日、七夕

かざり等）、 

おもしろ教室（社会見学、自然

に親しむ教室等） 

 

夏の体験教室 デイキャンプ 

 

Ｊｒ・Ｓｒ・青少年部合同研修会 

 

 

Ｊｒ・Ｓｒ・青少年部合同研修会 

・Ｊｒ.リーダー等が活躍する場の創出 

・小中学校との連携 

・高校生等の組織化 

広
報
事
業 

・新磯の魅力を発信（自然、歴史、新情

報） 

・発信媒体の有効活用（協力団体情報

の提供や連携） 

・情報資源の統一、組織再編の検討 

ホームページを毎月更新 

（勉強会の開催） 

年 4 回の館報発行 

 

・公民館の魅力発信の充実 

・発信媒体の有効活用 

・特色を生かした紙面づくり 

・公民館の魅力を伝える工夫 

・館報、ホームページの充実 

・ＳＮＳの更なる活用 

・新磯の魅力を発信（自然、歴史、新情報） 

・発信媒体の有効活用（協力団体情報の提

供や連携） 

・魅力的な公民館づくりのための発信 

・ＳＮＳによる情報発信の充実 

ホームページ発信（毎月更新） 

館報発行（年 4 回） 

ｆａｃｅbook、Ｙou tube の継続発

信 

 


